
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施地域・手順

事業スケジュール

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
八戸圏域における分野横断型共創プラットフォーム構築事業
【事業主体】
特定非営利活動法人まちもびデザイン

• 八戸版共創モデルの継続的な実施：
共創を定着・進化させるために、ＯＯＤＡループによって小さな
プロジェクトを数多く積み重ねていく。
• 人材・実践知・ネットワークのハブ「分野横断型共創プラッ
トフォーム」構築

育成された人材や共創プロジェクトの提案者・経験者における実
践知・人的ネットワークを、地域の中で蓄積し受け継いでいける
ように、土台・ハブとなる組織や場づくりを行う。

八戸圏域では、交通・まちづくりの分野横断的な取組み（共
創）が実施できていない。観光分野や住民との連携も模索されて
きたが、十分には実現していない。

八戸圏域における分野横断型共創プラットフォーム構築事業（青森県八戸圏域）

青森県の南部に位置する八戸圏域
（八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南
部町・階上町・新郷村・おいらせ町）

① 活動の分野：まちづくり・交通
② 対象の属性：行政担当者(まちづくり・交通政策)・交通事業者
③ 育成の形式：有識者によるセミナー・ワークショップ（以下、

WS）・共創ミニPJの実証・専門家が支援するOJT
④ 育成の内容：概念・事例を学ぶセミナー（世界を知る）・現
在地を自覚するWS（自分を知る）・ミニ共創PJのWS（共に
考える）・実践（共に創る）・WS（ふりかえる・広げる）

⑤ 習得スキル：統合的な視野／人的ネットワーク／データの整
理と施策への活用

共創
とは？

概念の理解→自分ごと化→まちでの共創具体化
（セミナー＋WSのプロジェクトを全5回）

データ
活用

共創
企画

R5.11

R5.12

R6.01

R6.02

R6.上半期

R6.下半期

事業終了後

 事業成果を踏まえた共創プラットフォーム
の構築とキックオフイベントの実施（当法人
の自主事業として想定）

 定期的に集まる「場」づくり：まちなかシェア
空間での月一「共創カフェ」など

共創PF形成

共創PJの実施

 人材育成・交流による小さな取組（行政
施策・ビジネス）の実践

変化の早い時代、分離
から統合に向かう時代
に沿った、OODAルー
プによる実践の積み重

ね

まち×モビリティPJ データ活用PJ

準
備

 事業趣旨・習得できるスキル等をまとめ、各PJへの参加を
要請（圏域公共交通協議会にも協力依頼）

 有識者との企画・調整

実
施

① セミナー＋WS ：共創とは？
② セミナー＋WS ：データ活用の肝

マーケティングの肝
③ 話題提供＋WS ：共創事業の企画
④ セミナー＋WS ：分野横断的データ活用
⑤ 振り返り＋WS ：成果の整理と今後

左記の②実施後
に、各事業体の
HPやSNSのアク
セス解析を支援
（データリテラ
シーの向上）
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